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研究成果の概要 

2023 年度は、ダイヤモンド中の窒素-空孔中心（NV 中心）を用いた核磁気共鳴（NMR）測定装

置の開発、核スピンの高分極化による信号強度増幅、新たな量子センシング手法開発のための理

論解析、高品質ダイヤモンド材料作製と試料評価、及び生化学的、構造生物学的な解析を主に

行った。 

核スピンの高分極化研究においては、装置開発などを行い、核スピン信号強度が大幅に増大

する結果を得ることができ、今後の高感度化に資する結果を得ることができた。 

高品質ダイヤモンド材料作製と試料評価においては、比較的安定なターシャリーブチルホスフィ

ンを用いてリンドープダイヤモンドの合成を行い、合成時の圧力などの合成条件を最適化すること

により、不純物取り込みを抑制、制御することができた。ホスフィンをリン原料に用いて合成した試

料で報告された電子スピンのコヒーレンス時間（T2）の室温における世界最長記録(2.4 ミリ秒)に匹

敵する T2 = 2.23 ミリ秒が得られ、今後の高感度化に資する結果を得ることができた。 

多次元 NMR の導入に関する研究では、検出位相の変化をともなう手法を、NV 中心を用いた

NMR計測に導入した。これにより、NV中心を用いたNMR計測において直交検波が可能となる。

また、わずかな位相、振幅ずれによる誤差を修正する位相系手法を導入して補正を検証した。今

後の多次元 NMR計測の基盤技術として重要な実証を行うことができた。 

NMR スペクトル線幅の先鋭化や安定化に関しては、静磁場発生装置の開発を行い、これまで

我々が使用していた装置に比べ、NMR スペクトルの周波数分解能を向上させることができた。 

量子センシング手法開発に関しては、連続光を用いた広帯域な AC 磁場センサの理論的な解

析に取り組み、新たな知見を得ることができた。 
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